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転倒・転落ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄを作成し定着させて 岡山県 介護老人保健施設ハートフルきらめき荘 森本淑子
当荘で転倒により死亡される事故が発生し、この事故を受け転倒・転落ｱｾｽﾒﾝﾄｼｰﾄの導入、定着した結果を報告します。

センサーマットを外そう！
～環境調整による成功事例～ 鳥取県 介護老人保健施設ル ･ サンテリオンよどえ 生本敬子
当施設では多職種アプローチにより、センサーマットを外す取り組みを行っている。今回、危険認知が乏しく、在宅復帰困難と思
われた利用者に取り組みを行った。その結果、ＡＤＬが向上し在宅復帰ができた事例を報告する。

転倒を減らそう 島根県 介護老人保健施設ケアセンター千鳥 石倉かほり
施設内での転倒が増加している中で、転倒による骨折事故が発生したことにより、職員内での転倒についての意識や業務について
検討し直した。転倒減少、職員の意識向上を図る取り組みを行った内容について報告する。

警鐘：個室に配備した小型電気温水器での
レジオネラ発生について～安全な生活環境を守るために～ 鳥取県 特別養護老人ホームのでらはまゆう 土井政史
高齢者への利便性と安全性を提供するため、適温給湯可能な自動水栓式電気温水器を全個室に設置した。しかし、この利便性と
安全性の裏にはレジオネラ菌が増繁殖しやすいという大きな落とし穴があることを報告する。

転倒事故の分析データを現場に活かす為の取り組み 島根県 介護老人保健施設昌寿苑 安部牧子
当苑の過去４年にわたる転倒事故の分析データを活かし、転倒事故をタイプ別に分け具体的対応策の作成を行う。それを踏まえた
うえで利用者様個々に合わせた個別予防対策を作成し転倒事故の減少に繋げたい。

身体的拘束ゼロを継続していく為に 鳥取県 介護老人保健施設仁風荘 福間宏喜
当施設では、以前より身体的拘束ゼロの継続を目的に委員会活動を行ってきた。今回、身体的拘束に関するアンケート調査を実施
し、職員の理解度と傾向から今後の職員教育や委員会の活動の在り方について検討を行った。  

リスク予防からサービスの質向上を目指して 広島県 介護老人保健施設ジョイトピアしんいち 峰松由里子
当施設では昨年度、施設独自のマネジメントシステムを導入した。褥瘡・転倒予防に焦点をあて、具体的目標設定を行い質管理に
取り組んだ内容と効果について報告する。

第２セッション　

座長 林　隆仁〈島根県　介護老人保健施設寿生苑〉

ケア（リスク対策） 10：００〜 10：56
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ラフターヨガまた始めました 鳥取県 老人保健施設のじま 山田博昭
以前フロアをあげて取り組んだラフターヨガの実践から数ヶ月・・・。全く業務としてフロアへ定着しなかった原因を探り、本質を
見抜くことで、定着へとたどり着いた取り組みについて報告する。

お仕着せではない手持ち無沙汰な時間の解消 岡山県 老人保健施設信愛苑 稲岡早苗
午後手持ち無沙汰になった利用者から希望がありレクを開始した。それまでの経過から、様々な活動が混在する中でも各々がやり
たい事をして落ち着いて過ごせている。施設でも個のやりたいという気持ちを大切にしたい。

受容・共感することの大切さ 鳥取県 介護老人保健施設仁風荘 嘉本翔太
脳梗塞後遺症により右片不全麻痺が残存し、意欲低下・抑うつ状態を呈した利用者に対し、「受容と共感」という介護技術を用い、
食事・排泄・移乗を中心にかかわった結果、意欲の向上につながったため、報告する。

通所個人記録（連絡帳）の現状分析と改善 鳥取県 通所リハビリテーションいなば幸朋苑 向原美枝子
個人記録（連絡帳）の現状分析と問題点を明確にした。利用者、家族から満足をえられ、ケアに役立つ記録を目指して記録基準を
作成し、記入の改善に取り組んだ活動を報告する

理想の生活にむけて 鳥取県 介護老人保健施設寿楽荘 金坂真由美
私達は利用者のコミュニケーションの取り方や意欲向上に向けての関わり方に試行錯誤している。その中で、青年期の病気により
心を閉ざした利用者との出会いを通じ、環境や関わり方により改善を見た１事例を報告する。

私の気持ち～「これから手帳」を使って～ 広島県 介護老人保健施設かなえ 江種孝浩
自分らしい生活を考える質問事項が盛り込まれた「これから手帳」。手帳を使用した事でその人自身が「今」そして「これから」を考え、
心の中にある本当の思いを聞く事が出来た事例について発表する。

利用者体験を試みて
～座りっぱなしの気持ちを体感せよ !! ～  山口県 介護老人保健施設青海荘 前田芳子
車椅子に座った利用者から、私達職員はどう見えているのか !? 利用者体験を試みて、職員の意識や対応に変化がみられたので報
告する。

第１セッション　

座長 博田　章代〈鳥取県　介護老人保健施設仁風荘〉

ケア ０９：００〜 09：56

B 会場　　第 2 会議室（3 階）
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個別の排泄ケアを目指して
～その人らしい生活を送るためには～ 鳥取県 デイケアセンターのじま 池口裕子　
退院後の尿失禁による衣類汚染が増えた利用者の、尿失禁をなくすため排泄パターンを調査し、原因を追究した取り組み内容を報
告する。

在宅復帰に向けた ADL の回復 鳥取県 介護老人保健施設ル・サンテリオン鹿野 田中美紗
在宅復帰に向けてセンター方式シートを使用する。そこで、利用者の過去から現在に繋がる情報を収集・分析した上で、排泄のレ
ベルアップを目指した。さらに、本人及び介助者側の負担の軽減を図った。

排泄の自立支援に向けて 鳥取県 介護老人保健施設ル・サンテリオン東郷 城内　瑠
入所当時は生活全般に依存度が高かったご利用者が、自力で排泄しようとする動きが見え始め、それに伴い事故が頻発した。リス
クの軽減を図りつつ、チームで排泄の自立支援に向けアプローチを行った事例を発表する。

排泄の自立に向けた取り組み～自分で出来る喜び～ 島根県 介護老人保健施設寿生苑 阪本　萌
排泄の自立を獲得することで、ＱＯＬと生活意欲を高めることができた取り組み。

きなこヨーグルトで便秘解消 鳥取県 介護老人保健施設しびのさと 潮　早紀子
高齢者の自然な排便を目指し、毎朝きなこヨーグルトの摂取及び便秘解消体操をし、3 週間経過観察を行った。5 名中 4 名は後
半より効果が現れ、1 名は変化なし。今後も原因をさらに詳しく調べ追究していく必要がある。

排泄動作の改善がもたらした自信と意欲の向上
～具体的な目標設定が統一した対応に繋がる～ 島根県 介護老人保健施設昌寿苑 中谷汐里
施設入所者の生活目標が漠然としてしまうことがある。目標を具体的かつ明確化することで統一した対応に繋がり、今回の研究で
は排泄時の移乗動作獲得によって本人の気持ちにも変化がみられたため報告する。

第３セッション　

座長 山田　万里子〈広島県　老人保健施設かなえ〉

ケア（排泄） １１：００〜１1：48
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余暇支援への取り組み
～彩りのある生活を提供するために～ 島根県 老人保健施設ともいきの郷 松野　匠
余暇支援充実のため、午後も離床し、学習活動を行いました。その結果として、意欲の向上とＱＯＬの向上につながる活動となりま
した。取り組みの内容とご利用者の変化について発表します。

家族とのつながりを深めるために私たちができること 島根県 介護老人保健施設ケアセンターきすき 藤原　智
在宅復帰の予定だったが、徐々にＡＤＬが低下し、全介助を要する状態となり、在宅復帰が難しくなった。施設でのケアだけではなく、
外出支援をすることで本人・家族・職員のつながりができた事例を報告する。

思いに寄り沿ったケア
～各専門職からのアプローチ～ 鳥取県 介護老人保健施設ル ･ サンテリオンよどえ 川中絵梨
入院中は介護量が多かったＯ氏。老健入所後、Ｏ氏の思いを聞き、ケア項目を見直すことで生活の質が向上し、安心感を得ること
ができた。各専門職による取り組みを報告する。
デイケアでのクラブ活動の取り組み
～「目標」「やりたい」をあきらめない～ 鳥取県 老人保健施設はまゆう 森田千夏
利用者の「したいがあきらめていた事」に取り組めるような環境調整を意識し、レクリエーションとは差別化した「クラブ活動」を実
施する事で、意欲・役割・居場所・出番作りの支援へ繋がった取り組みの紹介。

自立支援　～自助の見極め～ 鳥取県 介護老人保健施設ひまわり 山本泰子
利用者様が住み慣れた地域や自宅で長く過ごす事が出来るよう、本人様に出来る事を行って頂いた。我々が行っている介助が本人
様が持っている能力に対し、行き過ぎた介護とならないよう取り組んだ経過と考察を述べる。

誕生日という日の過ごし方 鳥取県 介護老人保健施設ひまわり 大江麻実
施設で生活されている利用者様の誕生日の過ごし方に着目した｡ 誕生日という特別な日をどのように過ごしたのかを本人様の希望を
聴いて、その希望を実現できるよう家族様も参加してもらい行った取り組みを紹介します。 

「孫と一緒に遊びたい」その気持ちを胸に！！
～在宅復帰を支援して～ 鳥取県 老人保健施設のじま 森　亮太
在宅復帰を目指して多職種でＡＤＬ向上 ･ 維持の支援を行っていたが、体調不良で入院となり、再度入所となった方を再検討し、自
宅に帰られた事例を報告する。

第２セッション　

座長 高橋　臨〈山口県　介護老人保健施設ぺあれんと〉

ケア 10：００〜 10：56
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「楽しむ活動」から運動機能向上を意識した活動へ
～目標達成に向けて～ 鳥取県 介護老人保健施設はまかぜ 田中ちえ
当通所リハビリ事業所では長年、楽しみの活動を実施してきた。そのため、運動量が少ない現状であった。今回、運動量増加や目
標達成に向けて活動内容を変更し実施したので報告する。

もっとレクリエーション！！ 岡山県 介護老人保健施設ニューエルダーセンター 長森久子
近年、職員のマンパワー不足や、年々上がる入所者の介護度等により、レクリエーションの内容や質が変わりつつある。入所者、
職員共に楽しい時間が増えることを願い、５分間のレクリエーションを提案、実施した。

「私はここに居たい」
～老健の役割と知的障がいへの関わり～ 島根県 奥出雲介護老人保健施設 森山優子
知的障がいの為、過去に対人トラブルを抱えておられた方が、身体機能の改善・行動範囲の拡大と共にトラブルが再燃し、施設で
の対応が困難となっていった。その事例への取り組みと課題を報告する。

センター方式シートを活用し、生活改善を図る 鳥取県 介護老人保健施設ル・サンテリオン鹿野 竹内雅史
センター方式シートを使用して、利用者様の過去から現在に繋がる情報を収集・分析した上で、ケア内容に落とし込んでより良い生
活リズム・環境を形成できるよう実践を行った。

統一したケアを目指して 鳥取県 ユニット型介護老人保健施設ル・サンテリオン鹿野 西尾枝里子
利用者本位の統一したケアの提供を行う為、ケアプランに基づくサービス内容を記載した独自の書式で、スタッフ全体に周知しやす
いシートを作成。統一したケアの提供に、徹底して取り組んだ事例を報告する。 

男性利用者様にも活気あふれる生活を
～笑顔で輝きを～ 岡山県 介護老人保健施設いるかの家リハビリテーションセンター 多賀加代子　
男性入所者の向上心や活気を上げられる方法をアンケートによって抽出した。アンケートにて得た結果を実施することで、どの様な
変化および効果があるのかを観察し得られた結果を報告する。

「外出してみませんか？」
～私達もお手伝いしますよ～ 島根県 介護老人保健施設寿生苑 古川久美子
ターミナル期において、外出や家族との時間を共有したことで利用者の心身状態に好影響を与えたことから、家族に適切な情報を
提供し、支援することの必要性を感じた。

第１セッション　

座長 竹下　和子〈広島県　介護老人保健施設ビーブルかんなべ〉

ケア ０９：００〜 09：56

C 会場　　第 3 会議室（3 階）
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在宅復帰に向けた新しい生活を目指して
～多職種の関わりによる在宅支援～ 岡山県 老人保健施設勝央苑 竹下由美
在宅復帰に向け、他職種が協力して在宅復帰パスを作成し目標に向かって統一したケアが継続できた。目標を達成し在宅復帰でき
た事例を報告する。

在宅に復帰した一症例　～また一緒に暮らそう～ 鳥取県 老人保健施設はまゆう 西尾浩二
在宅生活に対する意欲を高める為、スタッフが積極的に関わることで、ご家族とご本人の施設生活に変化が見られた。結果的に施
設全体での在宅支援へ繋がった事例を経験したので報告する。
在宅復帰を目指して ADL の向上に取り組んだ
一事例 鳥取県 介護老人保健施設なんぶ幸朋苑 小西実咲子
急性期病院より入居する。ＡＤＬ低下により寝たきりの状態となり、また認知症症状も進行したため、在宅での生活が困難な H 氏
に対して、多職種でケアを実践した結果、在宅復帰に結びついた事例を報告する。
自宅訪問を通して介護職員の意識の変化
～在宅復帰を促進する為に～ 鳥取県 介護老人保健施設ゆうとぴあ 山根賢一
介護職員の在宅復帰に向けた意識の変化を期待する為に自宅訪問を行い、アンケートと自宅訪問後の対応の変化を調査した。そ
の結果、在宅復帰支援に重要なことは家族との関係構築、リハビリ、情報の共有が示唆された。
在宅復帰支援に向けた取り組み   
～インテークを生かした協働アプローチで～ 鳥取県 介護老人保健施設うつぶき 竹田素子
在宅復帰支援に向けた取り組みインテークを活かして課題解決に取り組み、在宅復帰支援を行っている。2 事例のケアを通し在宅
復帰支援のためには、多種職協働アプローチが重要であることが分かった。
やれるだけやってみたい・・・！！
～本人の想いを日々の暮らしに繋げる～ 岡山県 老人保健施設倉敷藤戸荘 吉田登美枝
ベッド上の生活が中心であったＯさんが自分と向き合い、住み慣れた自宅に帰ってやれるだけやりたい！！と自分のしたい暮らしを考
え、多職種で自宅退所へ向け支援したケースを報告する。

認知症専門棟で行う在宅復帰支援 鳥取県 介護老人保健施設ル・サンテリオン 宮本俊秀
重度な認知症の利用者が在宅復帰した事例から認知症専門棟における在宅復帰支援は多職種間でどれだけ情報が共有されている
かに掛かっていること、現場スタッフが多職種チームの要となっていることがわかった。

第３セッション　

座長 山田谷　光世〈山口県　介護老人保健施設桜の園〉

ケア（在宅復帰） １１：００〜１1：56
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在宅での生活を継続していくために　リハビリ短期集中合宿 岡山県 介護老人保健施設ニューエルダーセンター 小坂陽裕
身体機能を向上させ、より良い在宅生活を継続していくために、通常提供するリハビリより多くのリハビリを行う短期集中合宿を開
始した。合宿に参加したことでＱＯＬの向上につながった

生活行為向上マネジメント加算による
ノーマライゼーション 岡山県 介護老人保健施設いるかの家リハビリテーションセンター 米谷信哉
ADL 能力が改善しているが在宅と施設内のみの生活となっている例は多々見られる。今回、デイケアにて生活行為向上マネジメント
加算を算定することにより地域への復帰が得られた。この結果をここに報告する。

適切な集団リハビリを効果的に行うため
～利用者、職員へのアンケート調査を実施して～ 鳥取県 通所リハビリテーション弓浜ゆうとぴあ 村松亜侑香
今後デイケアでは、より効果的で意味のあるリハビリ（アウトカム）が求められるようになる。集団でのリハビリには適切な評価を元に能力に合わせた対応を細かく考え、集団リハビリを実際に行う際に利用者と職
員が目標を意識して行う必要がある。集団リハビリを行って得られた変化について明らかにする事で「適切に集団リハビリを効果的に行うため」ということに繋がればと考えたのが本研究を始めたきっかけである。

「良くなる」を諦めない！機能訓練で生活を取り戻す 岡山県 老人保健施設勝央苑 安田翔太
高齢者のリハビリは動作訓練を中心に展開され、高齢者は今までとは違った環境での生活を強いられることも多い。リハ職の機能
訓練と介護看護のケアにより「自分らしい生活」に戻ることができた症例を報告する。

短棒体操 鳥取県 介護老人保健施設うつぶき 村岡喜一
無理なく手軽にできる運動習慣を定着させるため、集団体操で「短棒体操」に取り組んだ結果、利用者の心身の活性化がみられた。
その成果をここに報告します。

間接的サポートによる体位交換方法についての報告 鳥取県 老人保健施設 はまゆう 山根大介
体位交換方法において、マットレスの下にクッション材を挿入し行う間接的方法について、身体への影響に関する検証を行った。ま
た介護現場で導入し、良好な結果が出たので報告する。

もう一度台所へ～調理訓練から自信の回復へ～ 鳥取県 老人保健施設セラトピア 福田祐美
調理訓練を実施し、HDS-R・COPM を測定した。HDS-R は点数が維持し、COPM は満足度が増加。結果、料理訓練は認知症
予防に有効で、自信の回復にもつながった。

第２セッション　

座長 小笹　靖〈島根県　介護老人保健施設ケアセンターかんど〉

リハビリ 10：００〜 10：５６
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大山さんが見える、地域・家でいつまでも 鳥取県 介護老人保健施設サンライズ名和 加藤淳美
大山さんの見えるこの町で暮らしたい、そんな利用者の思いに、老健スタッフである私たちには何ができるのか。入退所前後の訪問
や環境調整、入所中の生活リハビリ等、多職種で行なっている取り組みを報告する。 

訪問リハビリテーションにおける ADOC を用いた
目標の共有化と生活満足度との関係性について 鳥取県 通所リハビリテーションゆうとぴあ 小磯孝則
訪問リハビリにて、ＡＤＯＣを用いて目標の共有化と生活満足度の関係性について研究した結果、ＡＤＯＣは、意欲を高める為のツー
ルとして有用であり、生活満足度を高める為の一助となることが示唆された。

Finding Act
～小集団活動を通して変化したスタッフの意識～ 鳥取県 介護老人保健施設すこやか 田村 樹
利用者の活動機会を増やす試みとしての小集団活動が、他職種が集まることにより楽しむためのレクリエーションから利用者個々
の興味関心に合った活動の模索へと変化していった経過を報告する。
訪問リハビリテーションにおける
ストレングスアプローチを用いた事例報告 鳥取県 真誠会セントラルクリニック訪問リハビリ 牧田幸也
本報告はストレングスアプローチによる事例報告であり、強みチェックシートと SWOT 分析により戦略の抽出をしたものである。2 つからアプローチ
プランを見出すことができた。身体機能に偏ったリハビリでは介入は困難で，適切な目標の設定と個別性を重視したリハビリの重要性が考えられる．

在宅困難な利用者様の一時帰宅を支援して学んだこと
～ずっと病院生活だった母を家に～ 島根県 介護療養型老人保健施設虹 田中洋貴
看取りを行う老健として、病院から入所し長期療養をされる利用者様が多い。そんな中、困難ながらも一時帰宅を希望されたご家
族様とその利用者様の支援に携わったので、その経験について報告する。

当施設のポジショニングに対する考察 鳥取県 老人保健施設のじま 長棟崇弘
利用者の自立支援 ･ 活動支援の観点から、ポジショニングの重要性を感じているが、利用者ケアに十分浸透していない。今回、多
職種への意識調査を通し、現状と課題について考察した。

雲南先生！音楽療法を用いて認知症機能面へ介入した症例 島根県 介護老人保健施設ケアセンターきすき 村上有紀
今回アルツハイマー型認知症により認知機能・活動性の低下・表出が減少している症例に対し、音楽教員であった個人歴より回想
を目的とした音楽療法を用いてアプローチを行ったので報告する。

第１セッション　

座長 佐藤　三矢〈岡山県　老人保健施設古都の森〉

リハビリ ０９：００〜 09：56

D 会場　　第 4 会議室（5 階）
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５

自ら立てた目標を達成し、さらにもう一歩前へ 島根県 介護老人保健施設寿生苑 祝部昭子
生活の意欲が低下し活動性が減少することにより引き起こす廃用を防止するために、利用者自らが目標を設定し、それに向けての
取り組みにより、他者からの称賛と達成感を味わい、意欲の向上へと導いていく。

移動自立度決定方法の再検討～統一判断基準の導入～ 島根県 介護老人保健施設昌寿苑 岩崎琢己
デイケア内で移動する際の自立度の決定方法を統一するためアンケートと検討協議を実施し、当デイケアにおける評価項目と判定
基準を策定したため報告する。

活動・参加の機会を提供したことで
行動と気持ちに変化が見られた一例 鳥取県 介護老人保健施設仁風荘 築谷希美世
焦りや不安を抱いていたパーキンソン病の利用者に、機能障害だけでなく、活動と参加に対するアプローチも取り入れたことで、生
活能力や気持ちに変化を認めたため、報告する。

家族が負担なく出来るポジショニングの提案 鳥取県 訪問看護ステーション仁風荘 藍田翔太
褥瘡術後の頚髄損傷者が回復期病棟退院時、ポジショニングの提案を受けたが、家族の負担感が増えた。自宅環境を考慮したポ
ジショニングを提案し、褥瘡の再発の可能性は低くしつつ家族の負担を減少させることが出来た。

興奮・易刺激性のある認知症高齢者に対する介入 鳥取県 介護老人保健施設仁風荘 乾 かおり
今回、興奮・易刺激性が著明な症例を担当した。食事時の易刺激性の軽減を優先し、刺激量の調整を目的とした環境設定と関わ
りを中心に行い食事を始めトイレ、更衣が自立となった結果を得たため報告する。

第３セッション　

座長 後藤　芳晃〈岡山県　老人保健施設岡山リハビリテーションホーム〉

リハビリ １１：００〜１1：40
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個別ケアの取り組みについて 島根県 介護老人保健施設ナーシングセンターひまわり 植田正信
通所リハビリでは、平成 29 年度よりリハビリスタッフの指導の下、個々の能力の維持と認知予防に向け能トレと運動を組み合わせ
た個別ケアを実施した。その結果を発表する。

屋外散歩が中等度 AD 者の肯定的感情に与える影響 岡山県 老人保健施設倉敷藤戸荘 磯野誠也
中等度のアルツハイマー型認知症の老人保険施設入所者に対して屋外散歩を実施した。結果、肯定的感情が高まったため報告する。

“ぬいぐるみ”がもたらした活動参加への効果 島根県 介護老人保健施設 昌寿苑 福田　円
入所後環境の変化に適応できずコミュニケーション困難で活動意欲が低下した認知症の症例に対し、ぬいぐるみとの関わりにより
自発性が増え集団活動に参加可能となり、認知機能・ADL がやや改善した事例を報告する。

通所リハにおける注意機能予防に向けた取り組み 鳥取県 介護老人保健施設仁風荘 野坂紀公
認知症により注意機能の低下した 20 名の利用者を各 10 名ずつに分け、シナプソロジーにならたったエクササイズを実施した。 
その結果をＴＭＴ－Ａを用い比較検討し、優位性のある示唆を得たため、ここに報告する。

認知症の方との関わりを通して
～ M 氏との関わりで学んだこと～ 岡山県 介護老人保健施設藤崎苑 池田幸枝
認知症であるＭ氏との関わりの中で、試行錯誤しながらも、ご本人がもてる機能を最大限に発揮できるようにと支援した結果、要
支援となり在宅復帰されたケースを報告する。

認知症予防体操の効果と見えてきた課題
～コグニサイズ施行後の利用者変化について～ 岡山県 老人保健施設エスペランスわけ 両部善紀
軽度～中等度認知症利用者にコグニサイズを実施し効果検証を行った。実施する中で利用者の運動機能、精神・認知機能の変化
と継続する上で課題が見えたので報告する。
アロマテラピーによる介護老人保健施設の
認知症高齢者の行動・心理症状への効果 山口県 美弥市介護老人保健施設グリーンヒル美祢 菊川　徹
昼と夜の活動にメリハリをもたせるアロマを使用し一日の生活リズムを整えることにより、認知症高齢者への行動・心理症状へ良い
影響を与えるのではないかと考え検証した事例を報告する。

第２セッション　

座長 田中　将司〈山口県　介護老人保健施設青海荘〉

認知症 10：００〜 10：５６
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ハンドマッサージケアによる癒しの効果 島根県 福寿苑 松本恵子
入所利用者に 10 分間のハンドマッサージケアを行ない、得られたデータは 11 のカテゴリにまとめられた。ケアを通し、短時間であっ
ても利用者に向き合うことでお互いの信頼感が深まり、癒しのケアにつながった。

リハビリ・介護部門の連携によるマニキュア介入 岡山県 老人保健施設古都の森 坂本将德
本取組はリハビリテーション部門・介護部門の連携の下、施設入所中の認知症高齢者８名に対してマニキュア介入を３カ月間実施し
た。各部門の役割を明確にして取り組んだ結果、BPSD・QOL に対して有意な結果が確認された。

BPSD 緩和への取り組み～より深く関わることで～ 鳥取県 介護老人保健施設はまなす 原田千歳
ＢＰＳＤが強く見られる利用者様に対してケアの見直しと職員間のケアの統一を図り、日中の活動量を増やすことでＢＰＳＤの緩和、
生活リズムの改善に繋がらないかと考えケアに取り組んだ。

認知症に対する訪問リハビリ導入に左右される要因　
～ケアマネージャーにアンケート調査を実施して～ 鳥取県 真誠会セントラルクリニック訪問リハビリ 岡田健吾
課題・求められることを把握し、今後の認知症に対する訪問リハビリテーションの在り方・利用率向上に役立てたいと考え、ケアマネージャーにアンケート調査を行った。認知症に対しての訪問リハビリテーション
導入に左右される要因を分析し、介護者の主観的幸福感も含めた身体・精神・社会面を包括的な視野で支援することも重要な課題ではないかと考え、今後の訪問リハビリを充足するための一助になると考える。

あなたの笑顔が見たいから
～根気強く！ねばり強く！寄り添って！！～ 鳥取県 老人保健施設のじま 森永歩美
入院中にせん妄や大声を上げるなど認知症状があらわれた方へ、職員が情報を共有し、本人に寄り添った対応をした結果、穏やか
に笑顔で過ごされるようになった事例を報告する。

認知症高齢者にとってくつろげる環境づくり 広島県 公立みつぎ総合病院介護老人保健施設「みつぎの苑」 伊藤資子
当認知症専門棟において、利用者が広い空間の中で、馴染みのない方と過ごす生活に疑問を感じた。そこで他職種が連携し、環
境を整えることで表情や行動に変化がみられたのでここに報告する。

受け入れ困難な認知症高齢者の介入が
可能となった一例 鳥取県 介護老人保健施設寿楽荘 石田理恵
今回、認知症を呈し介入が困難であった症例に対し、統一した接し方・介入方法により介入が可能となった。症例を通して認知症
高齢者のケアには行動を理解すること、その人らしさを尊重することが重要である。

第１セッション　

座長 小森　豊〈島根県　介護老人保健施設福寿苑〉

認知症 ０９：００〜 09：56

E 会場　　第 5 会議室（5 階）
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５

在宅生活をアセスメントし機能訓練を
変更した取り組み 鳥取県 通所リハビリテーションいなば幸朋苑 岡本博之
在宅生活継続のために、利用者 3 名の自宅環境を再アセスメントした。その結果、みえてきた生活課題を専門職種と連携を図り、
具体的な機能訓練内容に変更し実施した。その取り組みと成果を報告する。

「片麻痺でも自分の力で。」 
 ～妻を想う気持ちを大切にしたい！～ 山口県 介護老人保健施設青海荘 鶴島靖裕
突然の脳梗塞で入院したＭ氏。左片麻痺の後遺症を抱え在宅生活を再開したが、Ｍ氏と家族が直面した生活の変化や介護負担に
対し、ＡＤＬ拡大に取り組んだ結果、移動動作の改善と介護負担が軽減したため報告する。
集団体操によるリハビリテーション効果について
～日常生活動作に着目して～ 島根県 介護老人保健施設 昌寿苑 中村祐一朗
当苑で毎日実施している集団体操は、全身運動を主体とした内容で行なっていたが、今回、下肢の運動に特化した内容に変更した。
介護を行う上での負担となり易い移乗動作、立位動作の向上を図り在宅生活へ繋げたい。
橈骨遠位端骨折術後に通所リハビリテーション
利用にて改善が見られた一例 山口県 老人保健施設くが通所リハビリテーション 加藤啓倫
今回、通所リハビリにて橈骨遠位端骨折術後の利用者への介入を実施する事となった。十分な情報や介入が得られない事が多い生
活期リハビリにおいて、どのように変化が見られるか経過を追う事とした。
入所後早期に歩行訓練を行い ADL 能力が
向上した症例 岡山県 介護老人保健施設ハートフルきらめき荘 金見一弘
当施設の入所者に対し早期から歩行訓練を実施。歩行困難な方へのリハビリツールとして免荷式リフトPOPOを使用した。その結果、
歩行能力及び ADL 能力の改善がみられ、離床時間の増加が認められた。

第３セッション　

座長 大前　誠〈広島県　介護老人保健施設ピレネ〉

リハビリ １１：００〜１1：40
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２
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地域貢献への取組み 岡山県 玉島中央老健施設秀明荘 小野貴史
介護老人保健施設での地域貢献活動の取組みを紹介
認知症カフェの立ち上げから、現在までに成果

認知症カフェに取り組んで
～『はまカフェ』でできること～ 鳥取県 介護老人保健施設はまかぜ 渡部佐枝子
認知症カフェ『はまカフェ』を開催し、8 ヶ月が経過した。老健施設で取り組んでみて、見えてきた現状と今後の課題について報告する。

介護予防事業を通じた在宅支援の取り組み 広島県 老人保健施設はたのリハビリ 清水麻美
当施設のある広島市では、住民が主体となって介護予防に取り組む一般介護予防事業が広く取り組まれている。当施設のリハビリ
テーション専門職は行政と連携して住民を支援しているため、その取り組みを報告する。
独り暮らしへの不安を抱えた高齢者の生活支援
～居宅サービス事業所との連携～ 島根県 老人保健施設たき 平岡美佐江
在宅復帰への希望と独居生活に不安を抱えていた事例。自宅外出訓練時に合わせて居宅サービス事業所にも参加を依頼し、連携
を強めたことで、住み慣れた地域にも支援が広がり、安心して在宅生活を再開できた。

小学生からみた介護の疑問 鳥取県 介護老人保健施設やわらぎ 田岡　健
当施設では地域交流活動のひとつとして、「介護教室」を行っている。新しい試みとして、事前に「介護に対する疑問」をアンケートし、
それに対して職員が一問一答した。思いもよらない疑問が多くあった。

老健と行政と地域住民、三人四脚の地域づくり 岡山県 老人保健施設勝央苑 大片　久
当施設を運営する社会福祉法人は、平成 29 年 4 月より地域貢献事業として、運営する施設がある市町へ理学療法士を無償で派
遣し行政を支援している。1 年間活動し、住民主体の通い場支援などの成果を出すことができた。

地域と関わりを持つための取り組み
～地域活動から得た地域住民、家族の満足度～ 鳥取県 弓浜脳活性クラブ若竹庵 飯塚信行
住み慣れた地域で住み続けられるよう、当事業所の存在を地域に知って頂くための取り組みを検討していた。地域住民よりサロン
や行事の参加、地域の畑作業の提案を頂き取り組んだ結果、MMSE の維持・改善が見られた。

第２セッション　

座長 廣江　隆能〈島根県　介護老人保健施設昌寿苑〉

地域包括ケア 10：００〜 10：５６
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７

多職種との協働でおいしく食べたいを叶える 島根県 介護療養型老人保健施設虹 大倉隆司
元々食事摂取が進まなかった A 氏。入所中に再梗塞を発症し、その回復過程で、「食べたい」と話された。そこで多職種で願いを
叶えるための検討を繰り返し実施した。多職種との協働で願いを叶えるケアの大事さを学んだ。 

食事のあり方～１日２回食の取り組み～ 鳥取県 介護老人保健施設ル・サンテリオン 清水道浩
この研究は延命治療として胃ろう栄養が減っている中、様々な理由で１日３回の食事が負担となってきている利用者に対し、２回食
へ変更することで、長期に渡り体重減少も少なく栄養状態を維持出来た症例についての報告

食事に関する是正報告の集計・分析からみえてきたこと 鳥取県 介護老人保健施設なんぶ幸朋苑 松本　藍
平成 29 年度、栄養士ステップアップ委員会で過去 3 年間の食事に関する是正報告の集計、分析に取り組んだ。その結果と、そ
こからみえてきた厨房と現場の協力体制の重要性や課題、今後の取り組みについて報告する。

～おいしく・見た目よい・安全な食事の提供～ 鳥取県 介護老人保健施設すこやか 保木本恵美
きざみ食・ミキサー食の方にも常食の方と同じように形があり食べやすくおいしい食事を提供したいという思いから取り組み始めた『ソ
フト食』。その中で気づいたことやソフト食を作る上での難しさをまとめました。

当施設における低栄養予防の取り組み 鳥取県 介護老人保健施設おしどり荘 高橋澄子
健康に過ごしていただくためには、心と体の管理が必要だが、その中で低栄養予防は角度を変えて様々な方向から環境整備に努め
ることが大切となる。今回は当施設で行っている低栄養予防の取り組みを紹介する。

その刻み食、ほんに食べやすいだぁ～？ 鳥取県 介護老人保険施設サンライズ名和 黒田陽子
当施設で提供している刻み食について検討を行なった。職員間で試食会を開催し、改善にむけ他職種協働で行った取り組みを発表
する。

高齢者の残存機能を引き出すケア 鳥取県 介護老人保健施設ほのぼの 福田志保
経管栄養でベッド上での生活をされていた方が入所された。「おしっこに行きたい！」という一言をきっかけに “こうありたい”という
思いに寄り添った支援を行うことで隠れている残存機能を引き出すことができた。

第１セッション　

座長 岡田　佳子〈広島県　介護老人保健施設サンスクエア沼南〉

口腔・栄養 ０９：００〜 09：56

F 会場　　第 6 会議室（5 階）
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７

運動と栄養管理を連携することで
日常生活動作に動作能力等向上への取り組み 鳥取県 通所リハビリテーション弓浜ゆうとぴあ 宮﨑鉄也

黒見佳世
老健での低栄養者に対して長期間に渡りリハビリでの運動強度を考慮した食事内容に調整することと介入のタイミング、栄養管理
の見直しを高頻度で行うこと等で、効率よく身体機能が向上する可能性みられた。

やわらか食導入に向けて～食べる楽しみを諦めない～ 島根県 介護老人保健施設ケアセンターかんど 大塚美砂
当施設では入所者の咀嚼・嚥下機能の低下に伴い、刻み食のニーズが高くなった。刻み食はご利用者の食意欲や楽しみの損失、
誤嚥リスクとなるため、やわらか食の試作と導入で食の QOL 維持に繋げる取り組みを行った。

口から食べれる喜び 鳥取県 介護老人保健施設やわらぎ 松本智恵子
若年性脳梗塞により、胃瘻造設・寝たきりとなられた方へ、他のサービスと連携し経口摂取への取り組みなどを行った。その変化
とまとめについて報告をする。

口腔衛生管理体制の導入による効果の検討 島根県 介護老人保健施設くにさき苑 福田恭子
歯科医師による助言、指導を受けることで、口腔ケアに関するスタッフの意識と行動にどのような変化が見られたのか、知識と意識、
行動について導入後のアンケート調査をスタッフに行い、その効果を明らかにした。

看取り期における食べる意味と管理栄養士の役割 鳥取県 介護老人保健施設仁風荘 松本陽子
摂食機能や食思の低下により食べることが難しい看取り期において、ご本人や家族の「好きな物なら食べられるかもしれない」とい
う思いに応えたい。チームケアにおける管理栄養士の役割を改めて感じた症例を報告する。
Oral bacteria ノックアウト！！！
～細菌カウンタ導入によるお口の菌数見える化～ 広島県 介護老人保健施設精彩園 久野久美
誤嚥性肺炎予防に繋がる口腔ケアの質の向上を目指し、細菌カウンタの導入を行い、口腔内の細菌数を可視化することで、口腔ケ
アに対する利用者、職員の意識変化が見られた為報告する。

寒天ゼリーを摂取した自然排便への取り組み 鳥取県 介護老人保健施設まさたみの郷 上田佳世
入所者の多くは高齢で運動量も少なく便秘傾向にある。食物繊維の豊富な寒天ゼリーを毎日提供する事で、自然排便を促すのでは
ないかと考え取り組みを行った

第３セッション　

座長 矢間　やすみ〈鳥取県　介護老人保健施設ル・サンテリオン〉

口腔・栄養 １１：００〜１1：５６

5階

─ 8 8 ─ ─ 8 9 ─

72

105

107

108

110

111

138

45

117

122

123

124

125

126

5

25

61

102

103

104

109

一般演題発表一覧　　第２日目（8 月 31 日）一般演題発表一覧　　第２日目（8 月 31 日）



（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

１

２
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コンピューターシステムでの排泄アセスメントの事例 鳥取県 介護老人保健施設小谷苑 山口千鶴子
入所者の排泄記録として、排泄時間・使用アイテム・アイテムの汚染状況等をコンピューター入力。加齢・認知症に伴うＡＤＬ低下
の入所者をコンピューターシステムを用いての、排泄アセスメントと排泄プランの事例報告

介護ロボットの使用経験 広島県 老人保健施設せのがわ 高丘和枝
広島市の介護ロボット補助金制度に応募し、移乗アシスト介護ロボットと見守りシステム低床３モーターベッドを導入した。１年後、
看護・介護職員 53 名にアンケートを実施したので、現在までの使用経験を述べる。

多職種連携～アンケート結果からみえた課題～ 島根県 介護老人保健施設ケアセンター喜南 松﨑史華
老健において多職種連携は必要不可欠である。その為、当施設では連携が図れているか否かアンケートを実施。 アンケート結果
から明らかになった今後の課題・また課題解決の糸口とは・・・。

運転業務における事故をなくそう！
～ドライバーと取り組んだ事故防止活動の成果～ 島根県 介護老人保健施設仁寿苑 漆谷　信
最近運転事故報告書が増えてきた。そこで過去４年間の事故調査そして分析を実施した。その情報をスタッフ全員で共有し対策を
立て実践した。その結果、成果が確認でき事故を削減することができたのでここに報告する。 
介護老人保健施設における ICT（天かけるネット）
活用について～療法士の立場から～ 広島県 介護老人保健施設やすらぎの家 大瀨戸亮一
当施設では天かけるネットを活用しFacesheetで情報公開している。日常生活動作をリハビリ開始前後で可視化することにより本人・
家族は成果が分かりやすく他事業所とも情報共有が容易となる。

腰痛対策の現状～アンケート調査を実施して～ 鳥取県 鳥取市介護老人保健施設やすらぎ 遠藤圭子
腰痛対策の現状についてアンケート調査した結果、全体の 67％が「現在腰痛あり」と答え腰痛予防の重要性が示唆された。現在、
福祉用具を使用した介護方法の研修会開催や腰痛体操の普及に施設全体で取り組んでいる。

第２セッション　

座長 村田　和彦〈山口県　介護老人保健施設青海荘〉

運営・管理 10：００〜 10：48
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７

超強化型施設になっての現状と課題 広島県 介護老人保健施設せんだの里 前田二朗
2018 年介護報酬改定で超強化型施設での運営が可能になった。施設では多職種連携を行い、在宅復帰・在宅療養支援を行って
おり、超強化型施設になった現在の多職種の関わりや取り組み、課題を報告する。

強化型老人保健施設職員のストレスチェック 鳥取県 介護老人保健施設ゆうとぴあ 福田高之
強化型老人保健施設のリハビリ・看護・介護職員にメンタルヘルス改善調査票（MIRROR）を用いて平成 28 年度から平成 30 年
度でストレスチェックを行った。職員間のストレスには回転率が関係する結果となった。

家族も不安なく過ごせる在宅支援について 鳥取県 指定居宅介護支援事業所花の里 足立裕子
骨折による入院、手術による ADL 変化の為介護保険新規申請。退院後は自宅での生活を希望しているが入院前と状態変化あり本人・家族
共に不安がある。リハビリ訪問指導や通所サービスの見学等により自宅での生活環境整備を行い退院後よりサービス利用開始となる。

入所前の回復期リハビリテーション病棟との
連携による在宅復帰支援 広島県 公立みつぎ総合病院介護老人保健施設「みつぎの苑」 古西謙三
当施設協力医療機関である公立みつぎ総合病院回復期リハビリテーション病棟と連携し、入所前から支援した利用者が、入所後在
宅復帰した事例を報告し、老健が果たすべき役割である「在宅支援」とは何か？を考える

超強化型老人保健施設は地域をめざす 岡山県 老人保健施設虹 山本幸子
今年 4 月より、超強化型老健へ移行した。地域包括ケアシステムを構築していく上で老健は地域にどのように貢献していくかが今、
問われている。今回、地域貢献に関する職員の意識調査を行ったので報告する。

老健における地域貢献活動の一例 広島県 老人保健施設せのがわ 宮原瑞貴
平成 30 年 5 月より当老健ではグループホーム（ＧＨ）と連携し、ＧＨでの生活機能向上連携加算の算定を開始した。老健リハビ
リ専門職によるＧＨへの介入方法と現状、今後の課題について発表する。 

超強化型老健の在宅支援の役割 岡山県 介護老人保健施設いるかの家
リハビリテーションセンター 有村裕子

当施設では、利用者とその家族の納得した在宅生活への導入ポイントを考察する。　入退所前後訪問を実施。地域や医療機関を
含めた担当者会議のあと、さらに在宅復帰を意識したアセスメントを実施する。 

第１セッション　

座長 浅尾　聡〈岡山県　介護老人保健施設サンライフ倉敷〉

地域包括ケア ０９：００〜 09：56

G 会場　　第 7 会議室（6 階）

１

２

３

４

５

６

多職種が協働するユニットケア
～「他」が「多」に変わるとケアが変わる～ 鳥取県 介護老人保健施設ル・サンテリオン北条 戸嶋　洋
当施設ユニットにおいて、昨年度より、入居者の「暮らしの継続」を目標に、現在のケアを見直し、老健の特色でもある多職種協
働でのケアへの取り組みを報告する。
職員のストレスフリーを目指して
～ユニットリーダーの視点から～ 広島県 介護老人保健施設ピレネ 中村裕美
職員のストレスフリーを目指して、ユニットリーダーの視点から自身の役割を再確認し日々のケアの質向上を目指した。スタッフの気
持ちに寄り添い、ケアを行いやすい環境作りに取り組んだ結果をここに報告する。

居心地のいいデイケアになる為の一歩
～職員の意識改革から始めよう～ 島根県 老人保健施設ケアセンター千鳥 渡部貴代美
居心地のいいデイケアとして必要なことは何かと検討を重ねたところ、職員の接遇改善、意識改革が必要ではないかと考えた。そこ
でアンケート調査による現状把握と、あいさつ運動、接遇ネックストラップの作成など改善に向けた取り組みを行ったので報告する。

多職種構成の委員会をつくってみて 鳥取県 サンライズひえづ 松本洋美
以前は一部の職員で活動していた施設内委員会をできるだけ多くの職員に参加してもらい、職員の知識の向上・業務に対する意識
の改善につなげる取り組みを行いました

Get the dream ！～夢をつかめ～ 広島県 介護老人保健施設精彩園 吉岡靖志
障がいを持たれている方の雇用を積極的に受け入れ、長期雇用を目指しています。面談によるメンタルヘルスや社員に向けての障が
い特性の理解と対応について情報共有し、安心して働ける職場づくりを実践しています。
岡山県内の介護老人保健施設における
言語聴覚士の実態調査 岡山県 あいの里リハビリ苑 齋藤真実子
岡山県内の介護老人保健施設 80 施設に対し、アンケート調査を行った。回答があった 50 施設のうち、15 施設に言語聴覚士が
配属されていた。勤務実態や、配属がない施設での対応なども含め、調査の結果を報告する。

第３セッション　

座長 吉田　貴志〈鳥取県　介護老人保健施設セラトピア〉

運営・管理 １１：００〜１1：48

ビッグシップ前駐車場
のみ、期間中駐車料金
が無料になります。
駐車券を受付までご持
参ください。

30日（木）
特別講演Ⅰ
特別講演Ⅱ

パネルディスカッション
多目的ホール

国際会議室
（２階） 懇親会

3１日（金）

教育講演Ⅰ
教育講演Ⅲ

講演・シンポジウム

一般演題発表

国際会議室
（２階）

小ホール
第２会議室
第３会議室
第４会議室
第５会議室
第６会議室
第７会議室

教育講演Ⅱ
ポスター発表

多目的ホール

米子駅

至米子 I.C至松江方面

新加茂川新加茂川

⬅出入口⬅出入口 出入口➡出入口➡
イオン

米子駅前店
イオン

米子駅前店

米子市
文化ホール

米子市
文化ホール

山陰道山陰道

米子ワシントン
ホテルプラザ

米子ワシントン
ホテルプラザ

ビッグシップ
（米子コンベンションセンター）
ビッグシップ

（米子コンベンションセンター）

ビッグシップ前立体駐車場
（米子駅前簡易駐車場）
ビッグシップ前立体駐車場

（米子駅前簡易駐車場）

3.収容台数
    456台
3.収容台数
    456台

収容台数
805台
収容台数
805台

1.収容台数150台1.収容台数150台

ホテル
ハーベストイン米子

ホテル
ハーベストイン米子
2

5 3

1

4

米子西
I.C

米子西
I.C

3階 5階 6階

─ 9 0 ─ ─ 9 1 ─

27

33

49

101

114

115

9

12

46

63

77

84

53

112

116

118

119

120

121

一般演題発表一覧　　第２日目（8 月 31 日）一般演題発表一覧　　第２日目（8 月 31 日）



座　　　　長

座　　　　長 広田　正憲〈広島県　老人保健施設せのがわ〉

中尾　一成〈鳥取県　介護老人保健施設いなば幸朋苑〉
（広島県、岡山県などより発表予定）

コメンテータ 佐々木亀一郎 氏
〈社会福祉法人元気村グループ　常務理事グループ統括本部長〉

共通テーマ １.「人材確保の取り組み」 １１：２０〜１２：20

１

２

３

４

５

島根県 介護老人保健施設ケアセンターきすき 福田武志

山口県 介護老人保健施設青海荘 村田和彦

広島県 介護老人保健施設ビーブルかんなべ　 三吉正展

広島県 介護老人保健施設ビーブル春秋苑　 中平真純

岡山県 老人保健施設ゆめの里 小谷功治

鳥取県 介護老人保健施設ゆうとぴあ 俵智恵美

ポスター掲示 2.「大規模な災害への対応」

　会場　　国際会議室

─ 9 2 ─
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